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1. Neomysonの使用経験
遠藤博志，嶋田孝男， 0真田寿彦，
北村 温，田中英正，田村欣一，
伊藤 誠(千大泌尿) 
Neomysonの構造式，微生物学的性状，生体内動態に
ついて述べた。急性勝脱炎5例，急性尿道炎 l例，計 6
例に対して Neomysonを投与し，著効 1例，有効5例
の臨床成績を得た。ただし，舌炎，口角炎の副作用を l
例に認めた。
文献的考察をなし，本剤はクロラムフエニコール感受
性の菌に対しては期待のもてるものであると結論した。
最後に 2重盲検法による再発増悪例の追究が必要である
ことを強調した。 
2. 2，3の泌原器科疾患に対するインテパンの使用経
験
遠藤博志，長山忠雄，片海七郎，
藤田道夫， 0安田耕作，朝倉茂夫，
森田淳之助，水野春江(千大泌尿)
インテパンカプセルを泌尿器科領域の疾患に対し使用
した。疾患の内訳は勝脱炎 25例， 前立腺炎 2例， 尿道
炎 l例，副皐丸炎 l例，泌尿器科的小手術 4例である。
そのうち著効 17例，有効 10例，無効4例，投薬中止は 
2例であった。本剤は泌尿器科疾患に対しでも著しい消
炎作用のあることを認めた。
質問z 百瀬剛一(千大泌尿)
消炎剤は疹痛に対して有効のものと浮腫に対して有効
のものがあるが，本剤はそのいずれか。
答= 安田耕作(千大泌尿)
底痛に有効と思われる。 
3.血液透析における動静脈 Sh1lU川『加礼 
Wa 巾力加、の応用町rfar.in
三橋慎一，梶本伸一，村上信乃，
妹尾素淵， 0高岸秀俊，真田寿彦，
山崎 博，山口崇夫，林和一郎
(千大泌尿)
最近長期透析を行なった 26例中 Shuntの clotting
を頻発し， 凝固傾向のある 2症例に Warfarinを投与
し，著明なカニューレ開存期間の延長を見た経験を報告
した。
質問: 片山喬(千大泌尿)
以前本剤を静脈血栓例に使用したが，胃腸管出血を見
たことあり，消化管の精査後使用すべきと考えるが。
答= 高岸秀俊(千大泌尿)
もちろんその検査は行なっている。
追加z 三橋慎一(千大泌尿)
透析上の大きな問題にShunttroub1eがある。ことに
国産の Shuntに clottingが起こり易い。急場には 
Shaldonのカニユラを使用することになる。本邦製の
シャントの性能向上を願ってこの演題を出した。近々 
internal shuntを施行して見るつもりである。 
4.腸脱に原発せる多形細胞肉腫の 1例
石川尭夫，	 0日景高志，岩間正美
(国立千葉)
勝脱肉腫はまれな疾患で， 勝脱腫療の 0.2，.2%とさ
れる。 中でも多形細胞肉腫は本邦勝脱肉腫報告例 71例
中3例のみである。われわれは血尿および終末時排尿痛
を主訴として来院し勝脱全摘除術をした l例を報告し
た。 
5.胃癌手術後 1年目に発生した無尿症の 1制検例
平岡 	 真， 0山崎隆治，伊藤晴夫
(東京厚生年金) 
62才の家婦，胃癌の手術後経過良好であったが， 1年
後に無尿を訴えて入院した。 RPにより両側腎尿管移行
部に狭窄を認め，腎凄術を施行した。術後やや軽快した
